
９月１７日（日）タイムテーブル 

11

５０１室 ５０２室 ５０３室 ４１１室 ４１２室 ４１３室

9:10 9:10-10:10 9:10-10:40 9:10-10:40

10:20 10:20-12:20 10:20-10:50 10:20-10:50 10:20-11:20

10:50 10:50-11:20 10:50-11:30 10:50-12:20 10:50-12:20

11:30 11:30-12:00 11:30-12:00 11:30-12:30

12:00-12:30 12:00-12:30

12:30

（P 26）家族が建設的に話し合えるよ

うになるまでの経過

（林正賢）

（P 20）子供の登校渋りを主訴に来談

した母親との面接過程

（山元彩美）

13:30 13:30-15:30 13:30-14:00 13:30-14:00 13:30-15:00 13:30-15:00 13:30-15:00

14:00-14:30 14:00 -14:30

14:40

14:40-15:10

15:10-15:40

15:40 15:40-17:10 15:40-17:10 15:40-16:40 15:40-17:10

16:40

17:10

17:20 閉会式

（P9）応用行動分析に基づいた

療育を通して

母子システムへ介入した一症例

(藤枝周平)

【スーパーヴィジョン】

(S3)衝突を繰り返す

同性カップルの

同席面接

（大平厚）
（P８）娘を問題視する母親に対して，

親子の一連の相互作用を尋ねること

で母子システムが変化した一例

（山内滉基）

（P24）非加害親を含めた

家族システムで

虐待対応を組み立てる

（高林学）

（P17）受診行動に対してシステムズア

プローチの観点から介入を試みた

事例についての一考察

（木村愛梨）

（P4）IPが発した「労苦を共に」

という言葉の意味

（浦口美穂）

【スーパーヴィジョン】

(S4)不登校により

留年間際の

女子高校生と

母親の面接

（田上貢）

【自主シンポジウム】

(V11)家族療法の

多様な学びと

臨床家としての

ナラティヴ

（浅井伸彦ほか）

【事例検討】

(K6)同棲中の彼氏を

尊重したい女性の事例

（田中智之）

      昼休み（12:30-13:30)　　　　　　　　　　　　　　　　　会務報告会（４１４室12:40-13:20）

【自主シンポジウム】

(V10)困難を抱える

子どもと

家族を地域で支える

ラップアラウンドの

実装に向けて

(久保樹里ほか）

（P 15）医療現場の支援者への支援

(寺田日向子)

【学会企画シンポジウム③】

「家族療法モデルによる

スーパーヴィジョンが目指す

もの」

【シンポジスト】

石井千賀子

小笠原知子

中野真也

【指定討論】

中村伸一

【座長】

村上雅彦

北島歩美

【自主シンポジウム】

(V3)PTMF

（パワー,脅威,

意味のフレームワー

ク）

（白木孝二ほか）

【事例検討】

(K5)複数面接における

例外的な話題を用いた

変化の土台作りと

直面化

（伊東秀章）

【学会企画シンポジウム⑤】

法制度と家族支援～被害者

と加害者の狭間で

【シンポジスト】

廣井亮一

久保健二

中田慶子

【指定討論】

国重浩一

【座長】

半澤利一

【自主シンポジウム】

(V6)学校は

ブラックな職場なのか？

（高橋候輔ほか）

【自主シンポジウム】

(V1)学校教員と

児童精神医師

との連携

（小笹祥子ほか）

【自主シンポジウム】

(V7)緩和ケア病棟の

ナラティヴ的変容‐

家族の変容から

病棟全体への変容へ

(田代 順ほか）

（P3）解決志向ブリーフセラピーで

「診断」を治療に用いる

(宋大光)

（P６）教育現場での

オープンダイアローグの実践

(八巻秀)

（P 22）社会的繋がりが

希薄な患者への心理支援

(本田昂陽)

（P 16）スクールカウンセラーという

役割が持つ「前提」を

使うことについての一考察

(小材美沙紀)

９月１７日（日曜：２日目）

〈特別講演②〉

「家族療法と国際交流、この

40年とこれから」

【講師】田村毅

【自主シンポジウム】

(V8)「人としての

セラピスト養成モデル

（Person of the

therapist (POTT) training

model）」が日本のセラ

ピスト養成に何をもたら

すのか

（福井里江ほか）

【学会企画シンポジウム①】

「家族療法・

ブリーフセラピーにおける

“ことばと会話”」

【シンポジスト】

津川秀夫

黒沢幸子

坂本真佐哉

斎藤環

【座長】

市橋香代

田中究

【事例検討】

(K4)父のうつから

不登校の子どもの

対応へ移行した事例

（志田望）

（P18）心理面接における話題設定及

び場面設定についての一考察

（今峰大樹）

（P 14）学校不適応について母子間の

相互作用に着目した一事例

（久保見篤）


